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概要 

高知大学では LMS として Moodle を運用している。本稿では，まず本学の Moodle の運
用方法について紹介する。そして，教員が学生としてログイン可能な練習用Moodleの構築
や，教職員向け説明会の実施など，利用率向上のために行った取組みについて報告する。 

 

1  はじめに 

本学では，オープンソースの Learning Manage- 
ment Systemである Moodle (https://moodle.org) の
本格運用を平成 22年度から開始した。当初は四国
8 大学間の e-Learning による単位互換の教育連携
を実施するために運用を行っていたが，平成 26年
度の LMSサーバの更新をきっかけに，学内の通常
授業においても積極的に活用できるよう Moodle
の運用方針を改めた[1]。本稿では，この運用方針
で数年間運用を行ったことにより得られた知見や，

運用方法に変更が生じた箇所について述べる。ま

た，Moodleの利用率を向上させるために行った取
組みについて簡単に報告する。 

2  Moodle運用方針 

本学の Moodle の運用主体は大学教育創造セン
ターであり，学内にサーバを構築してオンプレミ

ス型の運用を行っている。システムの構築と保守

管理は著者の三好が一人で行っている状況のため，

現在，見直しを検討しているところである。運用

体制としては，Moodle内のコース管理やユーザ管
理は大学教育創造センターが引き続き行い，シス

テム管理の主体を学術情報基盤図書館へ移したい

と考えている。また，Moodleサーバをクラウドへ
移行するとともに，著者が行っている一連の作業

を業者へ委託する予定である。 
本学の Moodle は，佐賀大学や信州大学[2]を参

考に，年度ごとにMoodleを構築して追加している。
例えば，本年度のMoodleのURLはhttps://moodle.cc. 
kochi-u.ac.jp/2018/であり，昨年度はパス名が 2017
となっている。１つのMoodleを複数年使い続ける
場合，最新版の Moodleの機能を使うには Moodle
のバージョンアップ作業が必要である。しかし，

年度ごとに構築することにより，毎年最新版の

Moodleが利用できるようになる。ただし，過去年
度の Moodle はバージョンが古いままになってし
まうため，公開設定については慎重な検討が必要

である。本学では，2年以上前の年度のMoodleに
は学外からアクセスできないように設定している。 
本学の全教職員と全学生はあらかじめ Moodle

にユーザ登録をしている。その際，教員が採点作

業をしやすいように，学生ユーザの氏名として，

姓に学籍番号，名にフルネームを登録している。

しかし，最近のバージョンのMoodleでは，ユーザ
属性の「IDナンバー」をユーザの氏名とともに表
示したり，IDナンバーによるソートやフィルタも
可能であるため，学籍番号は IDナンバーに登録す
るだけで十分であるかもしれない。 
また，本学で開講している授業は全て Moodle

のコースとして登録している。担当教員や履修学

生も全て登録しておくことにより，興味を持った



教員はすぐに利用することができる。コースを利

用するには，担当教員がデフォルトで非表示とな

っている設定を「表示」に変更するだけで良い。 
ユーザ登録，コース登録，担当教員・履修者登

録は，いずれも現在は CSVファイルを手動で読み
込ませて行っている。履修者登録に関しては，履

修登録期間中の頻繁な変更に対応するため，今後

は教務システムとの連携による自動化などを検討

したい。 

3  Shibboleth認証 

四国 8大学間の e-Learningによる単位互換を実
施するために運用を開始した経緯があることから，

本学のMoodleの認証は当初から Shibboleth認証を
利用している。2017 年度までは，香川大学に
Discovery Service (DS) を設置した独自のフェデレ
ーションによる Shibboleth 認証を行っていた[3]が，
全ての主要連携校が国立情報学研究所の学術認証

フェデレーション（学認）に対応したことから，

2018年度からは学認による Shibboleth認証を実施
している。これにより，大学教育創造センターで

運用していたMoodle専用の ID Provider (IdP) サー
バは不要になり，独自に開発していた管理者用ツ

ール[1]も利用しなくてもよくなった。 

4  Moodleの利用率向上のための取組み 

4.1 練習用 Sandboxの提供 
教職員は，Moodleのコース上に教材コンテンツ

を用意するたびに，学生にはどのように見えてい

るのかを確認したい。Moodleにはそのような要求
に対応した「ロール切替」機能を有しているが，

例えば，課題を提出した学生に送られる通知メー

ルがどのような内容なのかを確認することはでき

ない。そこで本学では，最新年度のMoodleと同じ
バージョンのMoodleを別途Sandboxとして構築し，
教職員のみが利用できる Moodle の練習環境とし
て提供している。Sandbox では，教職員全員に教
員としてのアカウントと学生としてのアカウント

の２つを登録しているため，アカウントを切り替

えて動作確認を行える。具体的には，Shibboleth
認証でログインすると学生としてのログインとな

り，IMAP 認証でログインすると教員としてのロ
グインとなる。Shibboleth認証は，他の認証方式と
ログインフォームが異なるため，入口を分けるこ

とで，１組の IDとパスワードで２つのアカウント

を切り替えることができている。 
また Sandboxは，教員から標準機能以外のプラ

グインやモジュールを使用したいという要望があ

った際に，動作確認を行う場としての役割も持つ。 
4.2 教職員向け説明会の実施 

Moodle を安定して運用できるようになったた
め，利用者を増やすべく，教職員向けの説明会や

操作の講習会を実施している。2016年度に理学部
教員に対し，FD講演会としてMoodleの説明を行
ったところ，理学部の利用科目数は 2015 年度に
11科目であったのが 2016年度は 24科目と倍増し
た。そこで，2017年度には残りの全学部に説明会
を実施し，全学の教職員向けに Sandbox を用いて
操作の講習会も実施した。これらの取組みの成果

は，表 1 に示すように，学部生向け科目（共通教
育科目＋6 学部 1 プログラムの専門科目）におい
て，2016 年度から 2017 年度にかけて，利用科目
数が 62 から 112 へと大きく増加した。2018 年度
は第 1 セメスターが終わった時点の数字であるが，
利用科目数は順調に増加する見込みである。 

表 1. Moodle利用率の変遷（学部生向け科目） 

 

5  おわりに 

今後の Moodle の運用においては，運用コスト
を抑えつつ，安定したサービス提供を行いたい。

依然，本学のMoodle利用率は低く，ごく一部の教
員にしか使ってもらえていない状況である。

Sandbox についても，操作講習会に参加してくれ
た人にしか知られていない状況であり，今後は教

職員への周知やサポートに力を入れていきたい。 
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